
(57)【要約】

【課題】　簡単に製造することができ、凸刷版の洗浄と

再使用が容易で、高分子電界発光素子への不純物の混入

を防止し、ブランケットからの除去率の向上した凸版反

転オフセット法用凸刷版とその製造方法及びその凸刷版

を用いた高分子電界発光素子の製造方法を提供する。

【解決手段】　凸版反転オフセット法により、高分子電

界発光素子を製造する際に用いられる凸刷版であって、

その表面に、厚さ５０～１００ｎｍの有機材料層Ａを有

する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 に よ り 、 高 分 子 電 界 発 光 素 子 を 製 造 す る 際 に 用 い ら れ る 凸 刷 版 で
あ っ て 、
　 そ の 表 面 に 、 厚 さ ５ ０ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ の 有 機 材 料 層 Ａ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 凸 版 反 転
オ フ セ ッ ト 法 用 凸 刷 版 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 凸 刷 版 の 凸 部 表 面 に 、 前 記 有 機 材 料 層 Ａ を 有 す る 請 求 項 １ 記 載 の 凸 版 反 転 オ フ セ ッ
ト 法 用 凸 刷 版 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 有 機 材 料 層 Ａ が 、 正 孔 輸 送 材 料 ま た は 高 分 子 発 光 媒 体 材 料 か ら な る 請 求 項 １ ま た は
２ に 記 載 の 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 用 凸 刷 版 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 用 凸 刷 版 の 製 造 方 法 で あ っ
て 、
　 前 記 凸 刷 版 の 表 面 に 、 塗 布 法 に よ り 有 機 材 料 層 Ａ を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 凸 版 反 転
オ フ セ ッ ト 法 用 凸 刷 版 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 用 凸 刷 版 の 製 造 方 法 で あ っ
て 、
　 前 記 凸 刷 版 の 表 面 に 、 転 写 法 に よ り 有 機 材 料 層 Ａ を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 凸 版 反 転
オ フ セ ッ ト 法 用 凸 刷 版 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 用 凸 刷 版 を 用 い て 、 凸 版 反
転 オ フ セ ッ ト 法 に よ り 高 分 子 電 界 発 光 素 子 を 製 造 す る こ と を 特 徴 と す る 高 分 子 電 界 発 光 素
子 の 製 造 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 用 凸 刷 版 と そ の 製 造 方 法 及 び そ の 凸 刷 版 を 用 い た 高 分
子 電 界 発 光 素 子 の 製 造 方 法 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 、 ブ ラ ン ケ ッ ト か ら 不 要 な 有 機 材 料
層 Ｂ を 除 去 し て 、 パ タ ー ン を 形 成 す る 際 の 除 去 率 の 向 上 し た 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 用 凸 刷
版 と そ の 製 造 方 法 及 び そ の 凸 刷 版 を 用 い た 高 分 子 電 界 発 光 素 子 の 製 造 方 法 に 関 す る も の で
あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 対 向 電 極 間 に 高 分 子 発 光 媒 体 層 を 設 け た 高 分 子 電 界 発 光 素 子 （ 「 有 機 エ レ ク ト ロ
ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 」 と も い う 。 ） の 開 発 が 進 め ら れ て い る 。 こ の 高 分 子 電 界 発 光 素 子 の
大 量 生 産 に 適 し た 製 造 方 法 と し て 、 例 え ば 、 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 が 提 案 さ れ て い る （ 例
え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 方 法 は 、 ま ず シ リ コ ー ン 樹 脂 製 ブ ラ ン ケ ッ ト の 全 周 面 に 、 高 分 子 発 光 媒 体 材 料 か ら
な る 有 機 材 料 Ｂ （ 「 イ ン キ 」 と も い う 。 ） を 塗 布 し て 、 有 機 材 料 層 Ｂ を 形 成 す る 。 次 い で
、 こ の ブ ラ ン ケ ッ ト に 、 所 定 の パ タ ー ニ ン グ を し た 凸 刷 版 （ 「 除 去 版 」 と も い う 。 ） の 凸
部 を 押 圧 し て 、 ブ ラ ン ケ ッ ト か ら 有 機 材 料 層 Ｂ の 一 部 を 凸 部 に 転 写 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 ブ ラ ン ケ ッ ト 上 の 不 要 な 有 機 材 料 層 Ｂ が 除 去 さ れ 、 必 要 な 有 機 材 料 層 Ｂ が
パ タ ー ニ ン グ さ れ て ブ ラ ン ケ ッ ト 上 に 残 る 。 次 い で 、 こ の パ タ ー ニ ン グ さ れ た 有 機 材 料 層
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Ｂ を 、 ブ ラ ン ケ ッ ト か ら 、 電 極 が 設 け ら れ た 基 板 上 に 転 写 し て 、 高 分 子 発 光 媒 体 層 を 形 成
し 、 高 分 子 電 界 発 光 素 子 を 製 造 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 で は 、 ブ ラ ン ケ ッ ト か ら 凸 刷 版 に 、 不 要 な 有 機 材 料 層 Ｂ を １
０ ０ ％ 転 写 し て 除 去 す る と と も に 、 ブ ラ ン ケ ッ ト か ら 高 分 子 電 界 発 光 素 子 基 板 上 に 、 必 要
な 有 機 材 料 層 Ｂ を １ ０ ０ ％ 転 写 す る こ と が 要 求 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ の た め 、 凸 刷 版 で 不 要 な 有 機 材 料 層 Ｂ を 完 全 に 除 去 し た 後 、 ブ ラ ン ケ ッ ト 上 に は 、 必
要 な パ タ ー ニ ン グ 部 分 の 有 機 材 料 層 Ｂ の み が 残 っ て い る こ と が 望 ま し い 。 し か し な が ら 、
従 来 の 凸 刷 版 で は 、 そ の 材 料 に ガ ラ ス を 用 い て い る た め 、 凸 刷 版 に よ る 除 去 率 が ５ ０ ～ ６
０ ％ と 低 い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ の た め 、 刷 版 に よ る 除 去 率 を 向 上 さ せ る 方 策 と し て 、 凸 刷 版 の 表 面 に 粘 着 性 材 料 を 塗
布 す る 方 法 や 、 凹 刷 版 の 凹 部 エ ッ ジ に バ リ を 設 け て 凸 部 の よ う に 突 き 出 さ せ る 方 法 な ど が
検 討 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ７ ２ ４ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 凸 刷 版 の 表 面 に 粘 着 性 材 料 を 塗 布 す る 方 法 に あ っ て は 、 ブ ラ ン ケ ッ ト か
ら 不 要 な 有 機 材 料 層 Ｂ を 除 去 す る 際 に 、 こ の 粘 着 性 材 料 が 、 必 要 な 有 機 材 料 層 Ｂ に 拡 散 し
て 、 最 終 的 な 高 分 子 発 光 媒 体 層 を 汚 染 し 、 高 分 子 電 界 発 光 素 子 の 特 性 を 劣 化 さ せ る お そ れ
が あ っ た 。 そ の た め 、 高 分 子 電 界 発 光 素 子 の 製 造 工 程 に あ っ て は 、 高 分 子 電 界 発 光 素 子 の
材 料 と な る 物 質 以 外 の 材 料 は 、 不 純 物 の 混 入 防 止 の 観 点 か ら 、 使 用 し た く な い と い う 要 望
が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 凹 部 エ ッ ジ に バ リ を 設 け て 凸 部 の よ う に 突 き 出 さ せ る 方 法 に あ っ て は 、 ブ ラ ン ケ
ッ ト に 押 圧 す る 際 の ブ ラ ン ケ ッ ト へ の キ ズ を 防 止 す る た め 、 有 機 材 料 Ｂ を 塗 布 し た 膜 厚 の
１ ／ ２ 程 度 （ ５ ０ ｎ ｍ 以 下 ） の 高 さ に 、 バ リ を 制 御 す る 必 要 が あ り 、 高 精 度 の 加 工 を 必 要
と す る 点 か ら 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み 、 簡 単 に 製 造 す る こ と が で き 、 凸 刷 版 の 洗 浄 と
再 使 用 が 容 易 で 、 高 分 子 電 界 発 光 素 子 へ の 不 純 物 の 混 入 を 防 止 し 、 ブ ラ ン ケ ッ ト か ら の 除
去 率 の 向 上 し た 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 用 凸 刷 版 と そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 凸 刷 版 を 用 い た 高 分 子 電 界 発 光 素 子 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を
目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 か か る 課 題 を 解 決 す る た め 、
　 請 求 項 １ に か か る 発 明 は 、 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 に よ り 、 高 分 子 電 界 発 光 素 子 を 製 造 す
る 際 に 用 い ら れ る 凸 刷 版 で あ っ て 、 そ の 表 面 に 、 厚 さ ５ ０ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ の 有 機 材 料 層 Ａ を
有 す る こ と を 特 徴 と す る 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 用 凸 刷 版 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ２ に か か る 発 明 は 、 前 記 凸 刷 版 の 凸 部 表 面 に 、 前 記 有 機 材 料 層 Ａ を 有 す る 請 求 項
１ 記 載 の 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 用 凸 刷 版 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ３ に か か る 発 明 は 、 前 記 有 機 材 料 層 Ａ が 、 正 孔 輸 送 材 料 ま た は 高 分 子 発 光 媒 体 材
料 か ら な る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 用 凸 刷 版 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ４ に か か る 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法
用 凸 刷 版 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 前 記 凸 刷 版 の 表 面 に 、 塗 布 法 に よ り 有 機 材 料 層 Ａ を 形 成 す
る こ と を 特 徴 と す る 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 用 凸 刷 版 の 製 造 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ５ に か か る 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法
用 凸 刷 版 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 前 記 凸 刷 版 の 表 面 に 、 転 写 法 に よ り 有 機 材 料 層 Ａ を 形 成 す
る こ と を 特 徴 と す る 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 用 凸 刷 版 の 製 造 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ６ に か か る 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法
用 凸 刷 版 を 用 い て 、 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 に よ り 高 分 子 電 界 発 光 素 子 を 製 造 す る こ と を 特
徴 と す る 高 分 子 電 界 発 光 素 子 の 製 造 方 法 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 用 凸 刷 版 と そ の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 凸 刷 版 の 表 面 に 有 機
材 料 層 Ａ を 有 す る こ と に よ り 、 有 機 材 料 層 Ｂ と 凸 刷 版 の 接 着 性 が 向 上 し て 、 ブ ラ ン ケ ッ ト
か ら の 除 去 率 を １ ０ ０ ％ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 こ の 有 機 材 料 層 Ａ は 、 高 分 子 電 界 発 光 素 子 を 汚 染 す る 材 料 で は な い た め 、 高 分 子
電 界 発 光 素 子 へ の 不 純 物 の 混 入 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 上 記 凸 刷 版 は 簡 単 に 製 造 す る こ と が で き 、 有 機 材 料 層 Ａ は 水 や 有 機 溶 媒 に 可 溶
で あ る た め 、 凸 刷 版 の 洗 浄 と 再 使 用 を 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 高 分 子 電 界 発 光 素 子 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 上 記 凸 刷 版 を 用 い る こ と に よ
り 、 不 純 物 の 混 入 に よ る 特 性 劣 化 を 生 じ な い 高 分 子 電 界 発 光 素 子 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 用 凸 刷 版 の 例 を 図 面 に 示 し 、 詳
細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 用 凸 刷 版 １ に ブ ラ ン ケ ッ ト ２
か ら 有 機 材 料 層 Ｂ ４ を 転 写 除 去 す る 様 子 を 示 し た 模 式 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 用 凸 刷 版 １ は 、 そ の 表 面 に 、 厚 さ ５ ０ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ の 有
機 材 料 層 Ａ ３ を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 凸 刷 版 １ を な す 材 料 と し て は 、 石 英 ガ ラ ス 、 超 硬 質 ガ ラ ス 、 普 通 硬 質 ガ ラ ス 、 並 ガ ラ ス
な ど の 各 種 ガ ラ ス あ る い は 金 属 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 有 機 材 料 層 Ａ ３ は 、 ブ ラ ン ケ ッ ト ２ 上 に 形 成 さ れ 、 最 終 的 に は 高 分 子 発 光 媒 体 層
と し て 機 能 す る 有 機 材 料 層 Ｂ ４ と 同 じ 材 料 の も の で あ る 。 そ の な か で も 、 正 孔 輸 送 材 料 ま
た は 高 分 子 発 光 媒 体 材 料 か ら な る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う な 正 孔 輸 送 材 料 と し て は 、 ポ リ （ ３ ， ４ － エ チ レ ン ジ オ キ シ チ オ フ ェ ン ） ／ ポ
リ ス チ レ ン ス ル フ ォ ン 酸 （ Ｐ Ｅ Ｄ Ｏ Ｔ ／ Ｐ Ｓ Ｓ ） 等 の 水 溶 性 材 料 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 高
分 子 発 光 媒 体 材 料 と し て は 、 ポ リ パ ラ フ ェ ニ レ ン ビ ニ レ ン （ Ｐ Ｐ Ｖ ） や ポ リ フ ル オ レ ン （
Ｐ Ｆ ） 等 の 有 機 溶 媒 可 溶 性 材 料 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 有 機 材 料 層 Ａ ３ を 有 機 材 料 層 Ｂ ４ と 同 じ 材 料 と す る こ と に よ り 、 有 機 材 料 層 Ｂ ４ と の 接
着 性 が 向 上 し て 、 ブ ラ ン ケ ッ ト ２ か ら の 不 要 な 有 機 材 料 層 Ｂ の 除 去 率 を 向 上 さ せ る こ と が
で き る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 こ の 有 機 材 料 層 Ａ ３ 自 身 は 、 高 分 子 電 界 発 光 素 子 内 に 組 み 込 ま れ て 機 能 す る も の
で は な い が 、 有 機 材 料 層 Ｂ ４ と 同 じ 材 料 で あ る た め 、 有 機 材 料 層 Ｂ ４ に 拡 散 し て 高 分 子 電
界 発 光 素 子 内 に 侵 入 し て も 、 こ れ を 汚 染 す る 材 料 で は な い 。 そ の た め 、 有 機 材 料 層 Ａ ３ を
用 い る こ と に よ り 、 製 造 工 程 で の 高 分 子 電 界 発 光 素 子 へ の 不 純 物 の 混 入 を 防 止 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 有 機 材 料 層 Ａ ３ は 、 水 溶 性 材 料 ま た は 有 機 溶 媒 可 溶 性 材 料 か ら な る た め 、 水 ・ 有
機 溶 媒 で 容 易 に 洗 浄 す る こ と が で き 、 凸 刷 版 １ を 再 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 有 機 材 料 層 Ａ ３ は 、 厚 さ ５ ０ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ 、 好 ま し く は 厚 さ ６ ０ ～ ８ ０ ｎ ｍ で 、 凸
刷 版 １ の 表 面 に 設 け ら れ て お り 、 凸 刷 版 １ の 凸 部 表 面 に の み 設 け ら れ て い る の が 好 ま し い
。 有 機 材 料 層 Ａ ３ の 厚 さ を ５ ０ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ と す る こ と に よ り 、 ブ ラ ン ケ ッ ト ２ 上 の 有 機
材 料 層 Ｂ ４ と の 接 着 性 が 向 上 し て 、 不 要 な 有 機 材 料 層 Ｂ の 除 去 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 シ リ コ ー ン 樹 脂 製 ブ ラ ン ケ ッ ト ２ の 全 周 面 に 、 厚 さ ６ ０ ～ ８ ０ ｎ ｍ の 有 機 材 料 層 Ｂ ４ を
形 成 し 、 凸 刷 版 １ を 押 圧 す る こ と に よ り 、 ブ ラ ン ケ ッ ト ２ 上 の 不 要 な 有 機 材 料 層 Ｂ が 有 機
材 料 層 Ａ ３ 上 に 転 写 除 去 さ れ 、 ブ ラ ン ケ ッ ト ２ 上 に は 必 要 な 有 機 材 料 層 Ｂ が パ タ ー ニ ン グ
さ れ て 残 る 。 こ の 必 要 な 有 機 材 料 層 Ｂ を 、 ブ ラ ン ケ ッ ト ２ か ら 、 電 極 が 設 け ら れ た 基 板 上
に 転 写 し て 、 乾 燥 ・ 焼 成 し 、 高 分 子 発 光 媒 体 層 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 用 凸 刷 版 は 、 凸 刷 版 の 表 面 に 所 定 の 厚 さ の 有 機 材 料 層 Ａ
を 有 す る こ と に よ り 、 有 機 材 料 層 Ｂ と 凸 刷 版 の 接 着 性 が 向 上 し て 、 ブ ラ ン ケ ッ ト か ら の 除
去 率 を １ ０ ０ ％ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 用 凸 刷 版 の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 有 機
材 料 層 Ａ ３ は 、 ダ イ コ ー ト 等 の 湿 式 法 に よ り 、 水 ま た は 有 機 溶 媒 で 希 釈 し た 正 孔 輸 送 材 料
ま た は 高 分 子 発 光 媒 体 材 料 を 、 凸 刷 版 １ の 表 面 に 直 接 塗 布 し て 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 有 機 材 料 層 Ａ ３ は 、 凸 刷 版 １ の 表 面 に 転 写 法 に よ り 形 成 す る こ と が で き る 。 図 ２
は 、 本 発 明 に 係 る 転 写 法 に よ る 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 用 凸 刷 版 の 製 造 工 程 を 示 し た 模 式 図
で あ り 、 （ ａ ） は 、 凸 刷 版 １ の 表 面 に 有 機 材 料 層 Ａ ３ を 形 成 す る 様 子 を 示 し た 模 式 図 で あ
り 、 （ ｂ ） は 、 凸 刷 版 １ の 表 面 に 有 機 材 料 層 Ａ ３ が 形 成 さ れ た 除 去 版 １ ０ を 示 し た 模 式 図
で あ り 、 （ ｃ ） は 、 こ の 除 去 版 １ ０ を 、 有 機 材 料 層 Ｂ ４ が 形 成 さ れ た ブ ラ ン ケ ッ ト ２ に 押
圧 す る 様 子 を 示 し た 模 式 図 で あ り 、 （ ｄ ） は ブ ラ ン ケ ッ ト ２ か ら 、 不 要 な 有 機 材 料 層 Ｂ ４
ａ を 除 去 版 １ ０ に 転 写 す る 様 子 を 示 し た 模 式 図 で あ り 、 （ ｅ ） は 、 ブ ラ ン ケ ッ ト ２ 上 に 残
っ た 、 必 要 な 有 機 材 料 層 Ｂ ４ ｂ を 、 電 極 が 設 け ら れ た 高 分 子 電 界 発 光 素 子 基 板 ６ 上 に 転 写
す る 様 子 を 示 し た 模 式 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま ず 、 図 ２ （ ａ ） に 示 し た よ う に 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト （ Ｐ Ｅ Ｔ ） や ポ リ エ チ
レ ン ナ フ タ レ ー ト （ Ｐ Ｅ Ｎ ） 等 の ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 か ら な る 基 板 ５ 上 に 、 ダ イ コ ー ト や バ
ー コ ー タ 等 に よ り 、 厚 さ １ ～ ２ μ ｍ の 正 孔 輸 送 材 料 ま た は 高 分 子 発 光 媒 体 材 料 か ら な る 有
機 材 料 Ａ ３ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 い で 、 基 板 ５ を ホ ッ ト プ レ ー ト 等 で 加 熱 し て 、 有 機 材 料 Ａ ３ の ガ ラ ス 転 移 点 （ Ｔ ｇ ）
近 傍 ま で 昇 温 し た 後 、 凸 刷 版 １ の 凸 部 を 有 機 材 料 Ａ ３ に 押 圧 す る 。 こ れ に よ り 、 図 ２ （ ｂ
） に 示 し た よ う な 、 凸 刷 版 １ の 表 面 に 有 機 材 料 層 Ａ ３ が 形 成 さ れ た 除 去 版 １ ０ を 作 製 す る
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
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　 次 い で 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 し た よ う に 、 除 去 版 １ ０ の 凸 部 に 、 有 機 材 料 層 Ｂ ４ が 設 け ら れ
た ブ ラ ン ケ ッ ト ２ を 押 圧 す る 。 図 ２ （ ｄ ） に 示 し た よ う に 、 不 要 な 有 機 材 料 層 Ｂ ４ ａ が 除
去 版 １ ０ の 凸 部 の 有 機 材 料 層 Ａ ３ 上 に 転 写 さ れ る 。 そ し て 、 ブ ラ ン ケ ッ ト ２ 上 に は 、 必 要
な 有 機 材 料 層 Ｂ ４ ｂ が パ タ ー ニ ン グ さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 い で 、 図 ２ （ ｅ ） に 示 し た よ う に 、 有 機 材 料 層 Ｂ ４ ｂ を 、 電 極 が 設 け ら れ た 高 分 子 電
界 発 光 素 子 基 板 ６ 上 に 転 写 し て 、 乾 燥 ・ 焼 成 し 、 高 分 子 発 光 媒 体 層 と す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 の 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 用 凸 刷 版 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 上 記 凸 刷 版 を 簡 単 に 製 造
す る こ と が で き 、 ま た 、 有 機 材 料 層 Ａ を 水 や 有 機 溶 媒 で 洗 浄 し て 、 凸 刷 版 を 何 度 で も 再 使
用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 の 高 分 子 電 界 発 光 素 子 の 製 造 方 法 は 、 上 記 凸 刷 版 を 用 い て 、 背 景 技 術 に お い て 具
体 的 に 説 明 し た 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 に よ り 、 高 分 子 電 界 発 光 素 子 の 少 な く と も 正 孔 輸 送
層 ま た は 高 分 子 発 光 媒 体 層 な ど の パ タ ー ニ ン グ を 必 要 と す る 各 構 成 層 を 形 成 す る も の で あ
る 。 こ の 製 造 方 法 に 用 い ら れ る 構 成 材 料 や 手 法 は 背 景 技 術 に お い て 説 明 し た 公 知 の 製 造 方
法 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 の 高 分 子 電 界 発 光 素 子 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 上 記 凸 刷 版 を 用 い る こ と に よ り 、 高
分 子 電 界 発 光 素 子 を 汚 染 す る 材 料 の 混 入 を 防 止 す る こ と が で き る た め 、 不 純 物 の 混 入 に よ
る 特 性 劣 化 を 生 じ な い 高 分 子 電 界 発 光 素 子 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 用 凸 刷 版 に ブ ラ ン ケ ッ ト か ら 有 機 材 料 層 Ｂ を
転 写 除 去 す る 様 子 を 示 し た 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 転 写 法 に よ る 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 用 凸 刷 版 の 製 造 工 程 を 示 し た 模
式 図 で あ り 、 （ ａ ） は 、 凸 刷 版 の 表 面 に 有 機 材 料 層 Ａ を 形 成 す る 様 子 を 示 し た 模 式 図 で あ
り 、 （ ｂ ） は 、 凸 刷 版 の 表 面 に 有 機 材 料 層 Ａ が 形 成 さ れ た 除 去 版 を 示 し た 模 式 図 で あ り 、
（ ｃ ） は 、 こ の 除 去 版 を 、 有 機 材 料 層 Ｂ が 形 成 さ れ た ブ ラ ン ケ ッ ト に 押 圧 す る 様 子 を 示 し
た 模 式 図 で あ り 、 （ ｄ ） は ブ ラ ン ケ ッ ト か ら 、 不 要 な 有 機 材 料 層 Ｂ を 除 去 版 に 転 写 す る 様
子 を 示 し た 模 式 図 で あ り 、 （ ｅ ） は 、 ブ ラ ン ケ ッ ト 上 に 残 っ た 、 必 要 な 有 機 材 料 層 Ｂ を 、
電 極 が 設 け ら れ た 高 分 子 電 界 発 光 素 子 基 板 上 に 転 写 す る 様 子 を 示 し た 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 １ 　 凸 版 反 転 オ フ セ ッ ト 法 用 凸 刷 版
　 ３ 　 有 機 材 料 層 Ａ
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(7) JP 2006-236913 A 2006.9.7



フロントページの続き

(72)発明者  栗屋　豊
            東京都台東区台東１丁目５番１号　凸版印刷株式会社内
Ｆターム(参考) 2H114 AA01  DA48  DA54  EA01  EA04 
　　　　 　　  3K007 AB18  DB03  FA00  FA01 

(8) JP 2006-236913 A 2006.9.7



专利名称(译) 用于凸版印刷反转胶版的凸版印刷版，其制造方法以及聚合物电致发光元件的制造方法

公开(公告)号 JP2006236913A 公开(公告)日 2006-09-07

申请号 JP2005053411 申请日 2005-02-28

[标]申请(专利权)人(译) 凸版印刷株式会社

申请(专利权)人(译) 凸版印刷株式会社

[标]发明人 栗屋豊

发明人 栗屋 豊

IPC分类号 H05B33/10 B41N1/06 H01L51/50

FI分类号 H05B33/10 B41N1/06 H05B33/14.A

F-TERM分类号 2H114/AA01 2H114/DA48 2H114/DA54 2H114/EA01 2H114/EA04 3K007/AB18 3K007/DB03 3K007
/FA00 3K007/FA01 3K107/AA01 3K107/CC22 3K107/CC45 3K107/DD60 3K107/DD71 3K107/DD78 
3K107/FF15 3K107/GG07 3K107/GG35

代理人(译) 渡边 隆
正和青山
村山彦

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种易于制造的凸版反转胶印方法，该方法易于清
洗和重复使用凸版印刷版，防止杂质混入聚合物电致发光器件中，并提
高了从橡皮布上的去除率。 提供一种凸版印刷版，其制造方法以及使用
该凸版印刷版的聚合物电致发光器件的制造方法。 一种用于通过凸版反
印偏移方法制造聚合物电致发光器件的凸版印刷板，其表面上具有厚度
为50至100nm的有机材料层A。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/038fd7ac-d60f-4d8b-b2c1-7d5083ffef12
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/037044311/publication/JP2006236913A?q=JP2006236913A

